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水川区河川敷広場（旧ゲートボール場）－

本中生徒２名が夏樹静子賞（最優秀賞）に輝く
　３月23日、山村都市交流センター「さ
さま」（島田市）で第９回夏樹文庫作文コ
ンクールが開催されました。作家の夏樹
静子さんが戦時中に笹間に疎開していた
ことをきっかけに隔年で開催されてお
り、今回の作文テーマは「大切なこと」「大
事にしたいこと」でした。
　本川根中学校の小澤功弥さんと大村暁
音さんが最高賞である夏樹静子賞（最優
秀賞）に、森永ひかりさんが優秀賞に選ば
れました。
　小澤さんは「いつもがあることに感謝
し精一杯生きよう」との内容が評価され、
大村さんは「失敗を恐れず勇気を持って
伝えることの大切さ」が評価されました。

◀㊧から小澤さん、
大村さん、森永さん
▼関係者の皆さん
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世界中が花でいっぱいになったなら
〈なかむら みやこ〉（日本文学館 出版）
著者は水川区出身・神奈川県在住の中村美弥子さん。「童話や
詩を書くことが、日々を一層楽しく幸せにしてくれる」と話しま
す。ふるさとの思い出を主な題材として作った詩集を昨年秋に
発行しました。山村開発センター図書室でご覧になれます。
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ここにも、一つの物語。
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約300人が参加して健康表現体操が行われました�
　４月３日、ＮＰＯ法人全日本健康音楽研究会
（浜松市）が主催する健康表現体操が、徳山の
町営サッカー場で開催されました。
　県内と愛知県の会員約 300 人が、見頃を迎
えたソメイヨシノとシダレザクラを楽しみなが
ら、伸びやかに体を動かし汗を流しました。司
会を務めた浜松市から参加の指導部長・松本葉
子さんは「桜が見頃で素晴らしい環境の中、参
加者それぞれが音楽に合わせ健康表現体操を楽
しむことができた。いつまでも自分のことは自
分でできるよう、楽しみながら健康を保って欲
しい」と笑顔で話しました。
　健康表現体操は歌謡曲や民謡に合わせて伸び
やかに体を動かす高齢者向け体操で、健康づく
りを目的としています。町内では青木美智子さ
ん（徳山＝ 75歳）が指導員として活躍されて
います。

健康表現体操３曲（茶摘み、手のひ
らを太陽に、あの子はだあれ）とよ
さこい２曲（ちゃっきり節、ヤング
マン）を披露しました。

平成26年度町消防団辞令交付式を挙行しました�
　４月６日、健康増進施設で本団および全８分団の新入団員と班長以上の分団幹部約 130 人が参加して、
辞令交付式が挙行されました。鈴木敏夫町長は「自主防や常設消防と連携の上、一致団結して本町５万㌶と
いう広大な守備範囲と町民の生命・財産を守る崇高な使命を全うして欲しい」と激励し、諸田環新団長は「地
域防災の強化に努め、町民に愛される消防団員として頑張って欲しい」と訓示しました。

【新入団員10人】
西井戸秀典�（第１分団）
山内　一弘�（第２分団）
井澤　誠人�（第２分団）
洞口　誠�（第３分団）
坂下　孝介�（第５分団）
植田　貴之�（第５分団）
南　　貴仁�（第５分団）
中村　昂亮�（第６分団）
田端　祐太�（第８分団）
林　　三貴（本部）

◀
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▲新入団員を代表して宣誓を行った
中村昂亮さん

元北小学校（奥泉区）5



３/13「被災地を忘れず、心を込めて育てて」  

たうんとぴっくす

「緑の少年団」活動の一環として被災地ゆかりのヒマワリを栽培・種を寄贈

小袋は役場窓口などに設置され、持ち帰ることができます

　本川根小学校の児童８人が役場総合支所を訪
れ、「ヒマワリの種」数粒が入った小袋100個を、
役場と町社会福祉協議会に寄贈しました。
　この種は、児童たちが東日本大震災の被災地
である岩手県大槌町から児童の保護者を通じて
譲り受け、おととし・昨年と大輪の花を咲かせて
収穫したものです。
　同小「緑の少年団」団長の木村悠梨さん（６年）
は「多くの人に種を持って帰ってもらい、震災の
ことを忘れないためにも、心を込めて育ててほ
しい」と話しました。　

３/21「茶業振興へ」決意新たに茶業者大会
川根茶づくりに情熱を持ち、産地一体となって取り組むことを改めて決意

川根茶の可能性について講演する講師の田川さん

　町茶業振興協議会は健康増進施設にて茶業者
大会を開催し、関係者約 100 人が今後の茶業
振興に向けて決意表明を新たにしました。
　会長の鈴木町長は「川根茶は高品質と評価さ
れる一方、販路拡大に力を入れる必要がある」
とあいさつし、コンサルタント会社代表の田川
由美子さんを講師に迎え、販売戦略について考
える講演会も行なわれました。
　また、全国・県品評会での上位入賞者および
川根茶の普及宣伝への貢献者に対する感謝状表
彰や町品評会入賞者の表彰が実施されました。

平成 26 年度「月例語りの会」のご案内 中川根語り部の会「和楽座」�
　月１回、地元に古くから伝わる民話を語り、紹
介しています。
▶開催場所　茶茗舘　▶入場料　無料
▶開催日時　毎月第 3日曜日午前 11時から
� 午後１時 30分 ( １回 25～ 30分 )
▶開催月日と語り手 ( 語り手は都合により変更す
る場合があります。)		
① 4 月 20 日／西村かつ子・澤井初美・奥野恵美
子② 5月 18 日／薗田光枝・薗田はる・木村愛子
③ 6月 15 日／勝川邦子・芹澤和歌子・森井勝代
④ 7月 20 日／中原すま子・西村かつ子・澤井初
美⑤ 8月 17 日／奥野恵美子・薗田光枝・薗田は
る⑥ 9月 21 日／木村愛子・勝川邦子・芹澤和歌
子⑦ 10 月 19 日／森井勝代・中原すま子・西村

かつ子⑧ 11 月 16 日／澤井初美・奥野恵美子・
薗田光枝⑨ 12 月 21 日／薗田はる・木村愛子・
勝川邦子⑩ 2月 15 日／芹澤和歌子・森井勝代・
中原すま子⑪ 3月 15日／西村かつ子・澤井初美・
奥野恵美子
◆地元に伝わる民話を１人でも多くの方に聞いて
いただきたいと「出前活動」を実施します。「少
人数の会・夜の会」にも伺います。
メンバーまたは事務局に一声掛け
て下さい。
◆メンバーを募集しています。
　一緒に活動してみませんか。

【問】中川根語り部の会「話楽座」
　　 （56）0374（薗田）

ここにも、一つの物語。
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３/23自慢の品々でおもてなし 

川 根 本 町 の ま ち の 話 題

暖かな日差しのもと、青空市場「ＳｕｎＳｕｎマーケット」を開催

目の前で繰り広げられる曲芸の数々に観客は大盛り上がり

　川根女子部・茶茗舘プロジェクトチームが主
催する町内外の特産品を集めたイベント「つな
がる広がる川根発の青空市場『ＳｕｎＳｕｎ
マーケット』」がフォーレなかかわね茶茗舘で
開かれ、多くの来場者でにぎわいました。
　出店ブースには町内の農家やカフェなどが軒
を連ね、それぞれ自慢の品々を用意して訪れた
町民や観光客をもてなしました。
　また、芝生スペースでは大道芸パフォーマー
が登場し、ジャグリングや風船アートなどの卓
越した曲芸を披露して会場を盛り上げました。

３/26

さらなる地域福祉の充実に向けて

３年ごとに開催、今年で３回目

表彰を受ける社会福祉事業功労者の皆さん

　町社会福祉大会が文化会館にて開催され、町
内の福祉関係者約200人が参加しました。
　民生・児童委員など多年にわたり社会福祉事
業の発展に寄与した功績者へ感謝状と表彰状が
贈られ、「今後も関係機関と連携し、『自助』『共
助』『公助』の精神の下、地域のさまざまな福祉課
題に対応し、活力ある地域福祉の推進に努める」
と大会宣言を採択したほか、人気テレビアニメ

「サザエさん」のマスオ役の声優を務める増岡宏
さんの記念公演や「みどりの丘」作業所の皆さん
による銭太鼓の演奏も披露されました。

役場本庁舎に「ゆずりあい駐車場」
を整備しました�
　役場本庁舎の山村開発センター側玄関脇に「ゆずりあい駐
車場」を整備しました。
　「利用証」をお持ちの方はご利用ください。また、「利用証」
は県内全域で使用可能ですので、交付を希望される方はお問
い合わせください。【問】福祉課・福祉室（56）2224

▲利用証▲整備した「ゆずりあい駐車場」

シルバー人材センター
会員募集�
　「まちを つくる　まちが いきる」
　地域社会の担い手シルバー人材セン
ターの会員を募集します。人・技・心で
楽しく働き、さまざまな活動を通して地
域再生に貢献してみませんか。
貴男を！貴女を！お待ちしております。
【問】町シルバー人
材センター▷南事
務 所 ☎（56）1232
▷北事務所☎（59）
3628

▶活動の一例

さらなる地域福祉の充実に向けて  
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地名集会所 西地名 塩　郷 下泉駅 下泉原 農協茶工場 南部小学校 高郷住宅
Ａコース 着 9：15 　９：40 10：10 10：30 10：50 11：15 13：15 13：45

発 9：35 10：00 10：25 10：45 11：05 11：35 13：35 14：00
尾呂久保 田野口駅 上長尾集会所 八中集会所 中央小 高郷NTT 三共生コン

Ｂコース 着 9：20 10：00 10：30 11：10 13：05 13：30 13：45
発 9：40 10：20 10：50 11：30 13：25 13：40 13：55

瀬平集会所 三津間集会所 久野脇集会所 平　谷 下長尾集会所 梅　高 原　山 久保尾 向井上 向　井
Ｃコース 着 9：15 　９：40 10：10 10：40 10：55 11：15 13：30 13：55 14：25 14：45

発 9：30 10：00 10：30 10：50 11：05 11：35 13：45 14：15 14：40 15：00
水　川 田　代 上岸集会所 総合支所 町文化会館 本川根小 徳山防災センター 正　島

Ｄコース 着 9：15 10：00 10：35 11：05 11：25 13：10 14：00 14：25
発 9：35 10：30 10：55 11：20 11：40 13：30 14：20 14：40

桑野山 寸又峡上駐車場 寸又峡公民館 やまびこ資料館 奥泉集会所 小井平
Ｅコース 着 9：30 10：30 10：55 13：00 13：40 14：25

発 9：50 10：50 11：15 13：20 14：00 14：45
藤川西平 藤川保育園 藤川区事務所 崎平集会所 青部集会所 第一小 文　澤 壱町河内 小　竹

Ｆコース 着 9：15 9：35 10：00 10：30 10：55 13：05 13：50 14：10 14：30
発 9：30 9：55 10：15 10：50 11：15 13：20 14：00 14：20 14：40

【
問
】文
化
会
館　
☎（
59
）３
１
０
６

健康カレンダー・休日当番医・施設の予定などは、予告なく変更する場合があります。確認のうえお出かけください。
町議会の傍聴等のお問い合わせは議会事務局　☎ (56)2229　まで。

日・曜 健康・子育て支援などの予定 ※（ ）は受付時間 休日当番医 各施設の予定 やまびこ号
コース 備 考

16金 いやしの里診療所　一般外来�  9：00～12：00�
いやしの里診療所　整形外科遠隔外来（要予約）�14：00～17：00 F

17土 いやしの里診療所　通常診療�  9：00～12：00 ◆Ｂ＆Ｇ海洋セ：夜休館

18日
さくらい整形外科�
島田市金谷根岸町140-15�
0547-47-1500

◆Ｂ＆Ｇ海洋セ：休館�
◆文化会館：休館

19月 ◆Ｂ＆Ｇ海洋セ：休館�
◆文化会館：休館 A

20火
定例健康相談　山村開発センター� 9：30～11：00
知って得する！ミニ健康講座　山村開発センター
� 13:30～15:00

21水 いやしの里診療所　通常診療� 16：00～18：00 B

22木
いやしの里診療所　一般外来�  9：00～12：00�
いやしの里診療所　循環器遠隔外来（要予約）�14：00～17：00
あそびの教室　文化会館� 9：30～11：30

23金 いやしの里診療所　一般外来�  9：00～12：00�
いやしの里診療所　皮膚科遠隔外来（要予約）�14：00～17：00 C

24土 いやしの里診療所　通常診療�  9：00～12：00 ◆Ｂ＆Ｇ海洋セ：夜休館

25日
大下医院�
川根本町下長尾219-1
0547-56-0019

◆Ｂ＆Ｇ海洋セ：夜休館

26月 ◆Ｂ＆Ｇ海洋セ：休館�
◆文化会館：休館 D

27火

28水 いやしの里診療所　通常診療� 16：00～18：00
定例乳幼児相談　山村開発センター� （9：30～11：00） E

29木 いやしの里診療所　一般外来�  9：00～12：00�
いやしの里診療所　循環器遠隔外来（要予約）�14：00～17：00

30金 いやしの里診療所　通常診療�  9：00～17：00
２歳・２歳６カ月児歯科検診　文化会館� （12：50～13：15） F

31土 いやしの里診療所　通常診療�  9：00～12：00 ◆Ｂ＆Ｇ海洋セ：夜休館

◇◇お断り◇◇
５月号の「こんにちは大村朱澄で
す！」はお休みします。
なお、３月下旬に開催された2014
カヌースプリント海外派遣選手選
考会の200m・500m・ペアにおい
て、見事３冠を達成しています。
来月、詳細をお知らせしますのでお楽しみに！

志太榛原地域救急医療センター（内科・小児科）５月の診療時間
診療時間 月曜～木曜日　午後７時30分～10時
　　　　 金曜～日曜日　午後７時30分～翌日午前７時
※ただし５月２日（金）、９日（金）、16日（金）、23日（金）、30
日（金）の午後10時から翌日午前７時は小児科のみの診
療です。� ☎054（644）0099

ここにも、一つの物語。
広報かわねほんちょう 8



日・曜 健康・子育て支援などの予定 ※（ ）は受付時間 休日当番医 各施設の予定 やまびこ号
コース 備 考

1 木 いやしの里診療所　一般外来�  9：00～12：00�
いやしの里診療所　循環器遠隔外来（要予約）�14：00～17：00

2 金 いやしの里診療所　通常診療�  9：00～17：00 A

3 土 いやしの里診療所　休診
高木医院�
島田市川根町身成 3288-1�
0547-53-2006

◆Ｂ＆Ｇ海洋セ：夜休館 憲法記念日

4 日
大下医院�
川根本町下長尾 219-1�
0547-56-0019

◆Ｂ＆Ｇ海洋セ：夜休館 みどりの日

5 月
森本外科医院�
島田市金谷上十五軒1987�
0547-46-1181

◆Ｂ＆Ｇ海洋セ：夜休館 こどもの日

6 火
すぎもと耳鼻咽喉科クリニック�
島田市金谷東 1-931�
0547-47-3387

◆Ｂ＆Ｇ海洋セ：夜休館 振替休日

7 水 いやしの里診療所　通常診療� 16：00～18：00 ◆Ｂ＆Ｇ海洋セ：休館�
◆文化会館：休館 B

8 木
いやしの里診療所　一般外来�  9：00～12：00�
いやしの里診療所　循環器遠隔外来（要予約）�14：00～17：00
あそびの教室　山村開発センター� 9：30～11：30

9 金 いやしの里診療所　通常診療�  9：00～17：00 C

10土 いやしの里診療所　通常診療�  9：00～12：00 ◆Ｂ＆Ｇ海洋セ：夜休館

11日
坂井医院�
島田市金谷都町10-1�
0547-45-2069

◆Ｂ＆Ｇ海洋セ：夜休館

12月 ◆Ｂ＆Ｇ海洋セ：休館�
◆文化会館：休館 D

13火 定例健康相談　千頭東区会館� 9：30～11：00

14水 いやしの里診療所　通常診療� 16：00～18：00 E

15木
いやしの里診療所　一般外来�  9：00～12：00�
いやしの里診療所　循環器遠隔外来（要予約）�14：00～17：00
ふれあいママ教室　生活改善センター� 10：00～12：00

各
種
相
談
・
お
知
ら
せ

役
場
本
庁

総
合
支
所
ほ
か

休日当番医はこちらのホームページでご確認ください。
（社）榛原郡医師会HP http：//www.haibara-med.or.jp/

子育て支援施設　☎（57）2231　休館日：日、月、祝日

くらしの
カレンダー 月

【代表電話番号】　　　　☎ 56-1111
１Ｆ　税務課　　　　　☎ 56-2223
　　　福祉課　　　　　☎ 56-2224
　　　 地域包括支援センター☎ 56-2225
　　　生活健康課　　　☎ 56-2222
　　　建設課　　　　　☎ 56-2227
　　　出納室　　　　　☎ 56-2228
２Ｆ　総務課　　　　　☎ 56-2220
　　　企画課　　　　　☎ 56-2221
　　　産業課　　　　　☎ 56-2226
３Ｆ　議会事務局　　　☎ 56-2229

【代表電話番号】　　　　☎ 59-3111
１Ｆ　商工観光課　　　☎ 58-7077
　　　管理室　　　　　☎ 58-7073
　　　住民生活室　　　☎ 58-7070
　　　福祉介護室　　　☎ 58-7071
　　　産業建設室　　　☎ 58-7076
　　　教育総務課　　　☎ 58-2555
　　　生涯学習課　　　☎ 58-7080
　文化会館　　　　　　☎ 59-3106
　本川根Ｂ＆Ｇ海洋センター ☎ 59-3332
　山村開発センター　　☎ 56-2231

「いやしの里診療所」５月の診療カレンダー
診療時間 水曜日　　 �午後４時～午後６時
　　　　 木・金曜日 午前９時～午後５時
　　　　 土曜日　　 午前９時～正午
※診療日は水～土曜日です。詳しくは本表「くらし
のカレンダー」でご確認ください。�☎（59）2102

社会福祉協議会「よろず相談」
５月14日（水）　９：00～11：30　文化会館
【問】社会福祉協議会本川根事務所　☎（59）2315
　　社会福祉協議会中川根事務所　☎（56）1872

行　政　相　談
５月21日（水）　９：00～11：30　生活改善センター
【問】総務課　☎（56）2220

社会福祉協議会「よろず行政相談」
５月21日（水）　９：00～11：30　生活改善センター

法　律　相　談
５月28日（水）　10：00～15：00　福祉センター

精神保健福祉総合相談（精神保健、断酒など）
５月21日（水）中部健康福祉センター（藤枝市）13：15受付（断酒会）
※要予約　中部健康福祉センター福祉課☎054（644）9281

20145
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本 庁 １ 階

本 庁 ２ 階本庁
３階

入
口

カ　
　
ウ　
　
ン　
　
タ　
　
ー

カ　　ウ　　ン　　タ　　ー

カ　
　
ウ　
　
ン　
　
タ　
　
ー

カ　　ウ　　ン　　タ　　ー

課
長

長
嶋　
一
幸

課
長

伊
藤
千
佳
子

室
長

岩
田　
尚
也

係
長

中
村　
和
良

榛
葉　
大
樹

室
長

鈴
木　
洋
子

係
長

相
村　
禎

中
野　
綾

土
屋　
正
成

室
長

平
松　
敏
浩

係
長

和
田　
昭
宏

中
村　
昂
亮

小
澤　
美
緒

係
長

大
村　
泰
子

大
窪　
由
貴

会
計
管
理
者

安
竹　
賢
治

鈴
木　
裕
麻

係
長

小
川　
静
香

室
長

宮
﨑　
義
兼

保
健
師

馬
場　
衣
海

係
長

森
下　
和
典

風
間　
昭
子

澤
井　
直
子

臨
時
栄
養
士

坂
口　
直
美

徴　
収　
室

課　
税　
室

町　
民　
室

税務課
☎（56）2223

生活健康課
☎（56）2222

出納室
☎（56）2228

課
長

大
村　
浩
美

課
長

鳥
本　
宗
幸

室
長

風
間　
一
章

中
村　
克
哉

芹
澤　
健
司

係
長

山
本　
庸
輔

栗
原　
秀
幸

山
田
留
美
子

臨
時
職
員

中
野　
朋
子

調
査
員

勝
山　
彰
子

係
長

長
島　
誠

久
保　
圭
弘

調
査
員

鈴
木　
京
子

係
長

小
長
谷
常
夫

山
本
真
奈
美

係
長

川
畑　
昭
尚

中
村　
靖
久

保
健
師

澤
谷　
綾
子

保
健
師

榊
原　
和

障
が
い
者
相
談
員

田
代　
潤
子

係
長

佐
々
木
直
人

臨
時
栄
養
士

大
村
真
由
実

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
長

池
本　
祐
子

社
会
福
祉
士

金
子
喜
久
子

室
長　
　

海
老
名
重
徳

小
林　
健
実

太
田　
英
亮

事　
業　
室

建　
設　
管　
理　
室

長　
寿　
介　
護　
室

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

福　
祉　
室

建設課
☎（56）2227

福祉課
☎（56）2224

地域包括支援センター
☎（56）2225

課
長

前
田　
修
児

課
長

山
本　
銀
男

課
長

後
藤　
泰
久

室
長

坂
下　
誠

河
野　
彰
吾

係
長

中
村　
康
彦

室
長

森
下　
育
昭

係
長

柴　
　
亨

櫻
井　
久
美

室
長

大
村
妃
佐
良

係
長

中
村　
益
幸

櫻
井　
裕
里

瀧　
智
之

広
報
情
報
室
長

山
田　
貴
之

室
長

梶
山　
正
幸

笹
木　
一
則

林　
三
貴

室
長

北
原　
徳
博

係
長

北
村　
浩
二

高
村　
康
弘

室
長

鈴
木　
浩
之

係
長

成
島　
光
昭

係
長

高
畑　
良
成

横
畑　
和
哉

室
長

坂
本　
喜
弘

根
本　
訓
徳

澤
本　
邦
彦

赤
土　
香
澄

係
長

堤　
孝
行

森
下　
忠
明

梶
山　
雄
紀

係
長

大
村　
一
成

緑
の
ふ
る
さ
と

協
力
隊

局
長

大
村　
敏
秋

係
長

宮
﨑　
悦
子

町
長

鈴
木　
敏
夫

副
町
長

森　
紀
代
志

地

域

支

援

室

財

政

室

広

報

情

報

室

農

業

室

林

業

室

ま

ち

づ

く

り

室

環

境

室

総務課
☎（56）2220

企画課
☎（56）2221

産業課
☎（56）2226

行政改革室
☎（56）2220

議会事務局
☎（56）2229

健　康　室

行

政

室

ここにも、一つの物語。
広報かわねほんちょう 10



総 合 支 所 １ 階

入
口

カ　
　
ウ　
　
ン　
　
タ　
　
ー

カ　　ウ　　ン　　タ　　ー

教
育
長
室（
２
階
）

福

祉

介

護

室

観

光

室

住

民

生

活

室

商

工

交

流

室

産

業

建

設

室

管

理

室

住民生活室
☎（58）7070

商工観光課
☎（58）7077
☎（58）7078

生涯学習課
☎（58）7080

教育総務課
☎（58）2555

管理室
☎（58）7073
産業建設室

☎（58）7076
福祉介護室

☎（58）7071

支
所
長
兼

商
工
観
光
課
長

野
崎　
郁
徳

小
村　
倫
代

係
長

向
島　
裕
人

看
護
師

鳥
澤　
由
香

長
嶋　
洋
介

係
長

伊
藤　
恵
美

住
民
生
活
室
長

山
下　
智
子

宮
木　
清
美

福
住　
昌
孝

係
長

中
村　
裕
好

臨
時
職
員

神
東　
美
希

西
村　
知
恵

鈴
木　
章
生

観
光
室
長

藪
下　
和
英

山
岸　
厚
史

小
笠
原　
聡

室
長

池
本　
智
安

中
野　
義
久

主
幹

澤
口
誠
一
郎

課
長

山
下　
安
男

社
会
教
育
指
導
員

神
谷
さ
つ
き

山
田　
未
来

係
長

瀧
浪　
直
子

臨
時
職
員

森
下　
洋
一

指
導
主
事

和
田
美
代
史

管
理
主
事

宮
島　
明
利

課
長

藤
森　
敦

教
育
相
談
員

上
野　
信
吾

山
本　
雅
俊

係
長

高
橋　
寛
明

鈴
木　
裕
弥

係
長

神
谷　
毅

室
長

中
野　
裕
文

望
月　
克
規

室
長

太
田　
光

教
育
長

大
橋　
慶
士

平成26年度役場職員配置をお知らせします

●生活健康課
　業務員：山田和豊
●文化会館　☎（59）3106
　係長：服部了士、八木洋一郎
●本川根Ｂ＆Ｇ海洋センター　☎（59）3332
　主幹：竹野克彦、係長：大城正幸、中村　慎
●奥大井音戯の郷　☎（58）2021
　館長：羽倉範行、鈴木雅裕
●学校給食共同調理場　☎（58）7575
　所長：栗原　卓、高村武広、長岡弓子、長嶋洋子
●農林業センター　☎（56）0506
　場長：小平勝彦、浜谷卓弥
●本川根中学校　☎（59）2057　高嶋　章
●中川根中学校　☎（56）0013　太田容子
●本川根小学校　☎（59）2026　鈴木将実
●中川根第一小学校　☎（57）2123　太田みさ子
●中央小学校　☎（56）0023　森下峯子
●中川根南部小学校　☎（56）0044　仁木順子

●三ツ星保育園　☎（56）0043
　園長：濵谷初江、芹澤静恵、小澤いつ子、中田泰子、
　和田智保、北村佳奈子、大石利絵子
●桜保育園　☎（59）2201
　園長：駒井宗子、中村妙子、鹿末ひろ江、遠藤美也子、
　青島佳代子、鈴木好美、生田由美子
●子育て支援施設　☎（57）2231　長嶋佐織
●いやしの里診療所　☎（57）2102　看護師：鳥澤由香
●人事交流派遣　大嶋雄一郎、酒井　泰
●川根本町社会福祉協議会派遣　大村敏正

平成 26年度の役場職員の異動・配置が発表となりましたのでお知らせします。来庁時やお問い合わせの際に
ご活用ください。この配置図は総務課作成の職員座席表（平成 26年４月１日現在、育児休業・休職は除く）
に基づき作成しています。なお、役職については係長以上と専門職などに付しています。
▶役場本庁 〒428-0313 榛原郡川根本町上長尾627　 本庁代表 ☎（56）1111　FAX（56）1117またはFAX（56）2235
▶総合支所 〒428-0411 榛原郡川根本町千頭1183-1   支所代表 ☎（59）3111　FAX（59）3116またはFAX（59）4025
� 【問】総務課　☎（56）2220

◀
宮
島
明
利

◀
馬
場
衣
海

◀
浜
谷
卓
弥

◀
河
野
彰
吾

◀
赤
土
香
澄

◀
中
村
昂
亮

◀
鈴
木
裕
麻

◀
林　
三
貴

【新採職員の紹介】
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平成26年度川根本町の予算総額 104億4,670万円

予算

◆
概　

略

　

川
根
本
町
議
会
３
月
定
例
会
に

お
い
て
、平
成
26
年
度
川
根
本
町
の

予
算
が
議
決
さ
れ
ま
し
た
。一
般
会

計
及
び
特
別
会
計
の
予
算
総
額
は
、

１
０
４
億
４
千
６
７
０
万
円
で
、前
年

度
と
比
較
し
て
19
億
３
千
４
７
０
万

円
、率
に
し
て
22
・
73
％
の
増
額
と
な

り
ま
し
た
。

◆
一
般
会
計
総
論

　
平
成
26
年
度
川
根
本
町
一
般
会
計
予

算
は
、76
億
９
千
５
０
０
万
円
で
す
。前

年
度
と
比
べ
17
億
２
千
３
０
０
万
円
、

率
に
し
て
28
・
85
％
の
増
額
と
な
る
予

算
と
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
26
年
度
は
、高
度
情
報
基
盤
整

備
事
業
の
着
手
、商
工
会
プ
レ
ミ
ア
ム

付
き
お
買
い
物
券
発
行
事
業
費
補
助

金
、選
ば
れ
る
観
光
地
づ
く
り
戦
略

事
業
な
ど
の
地
域
経
済
活
性
化
事
業
、

各
種
予
防
接
種
の
助
成
、各
種
検
診
事

業
な
ど
の
健
康・
医
療
環
境
の
確
保
事

業
、レ
ー
ル
パ
ー
ク
構
想
検
討
事
業
、ユ

ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
推
進
事
業
、エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
事
業
な
ど
の
地
域

間
交
流
の
促
進
事
業
、外
出
支
援
サ
ー

ビ
ス
事
業
、在
宅
配
食
サ
ー
ビ
ス
事
業

な
ど
の
高
齢
者
支
援
事
業
、子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
等
運
営
事
業
、こ
ど
も
医

療
費
助
成
事
業
な
ど
の
子
育
て
支
援
事

業
、農
産
物
集
出
荷
支
援
事
業
、農
業
振

興
事
業
な
ど
の
農
業（
茶
業
）振
興
対
策

事
業
、有
害
鳥
獣
対
策
事
業
、林
業
関
係

事
業
費
補
助
金
等
の
林
業
振
興
事
業
、

デ
ジ
タ
ル
防
災
行
政
無
線
シ
ス
テ
ム
共

同
整
備
事
業
、救
護
所
資
機
材
整
備
事

業
な
ど
の
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
事

業
な
ど
の
経
費
を
盛
り
込
み
ま
し
た
。

◆
一
般
会
計（
歳
入
）

　
歳
入
予
算
は
、自
主
財
源（
町
で
独
自

に
も
つ
財
源
）が
32
・
57
％
、依
存
財
源

（
国・
県
か
ら
の
補
助
金
な
ど
）が
67
・

43
％
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

自
主
財
源
で
あ
る
町
税
は

13
億
１
千
１
０
８
万
１
千
円【
△

52
万
４
千
円
】
で
歳
入
総
額
の

17
・
04
％
、財
源
不
足
を
補
う
た

め
等
の
繰
入
金（
基
金
の
取
崩

し
）
が
９
億
２
千
１
２
４
万
円

【
＋
４
億
２
千
48
万
５
千
円
】
で

11
・
97
％
、
依
存
財
源
の
地
方

交
付
税
は
23
億
５
千
万
円【
＋

１
億
７
千
万
円
】で
30
・
54
％
、国・

県
支
出
金
は
12
億
６
千
30
万
円【
＋

５
億
９
千
７
４
７
万
２
千
円
】で
16
・

38
％
、町
債
が
13
億
８
千
20
万
円【
＋

５
億
３
千
６
８
０
万
円
】で
17
・
94
％

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
町
税
で
は
景
気
低
迷
に
よ
り
個
人
の

町
民
税
は
減
少
し
て
い
ま
す
が
、新
築

住
宅
の
増
な
ど
に
伴
う
固
定
資
産
税
の

増
額
予
算
を
計
上
し
ま
し
た
。各
種
事

業
実
施
の
た
め
の
財
源
確
保
と
し
て
、

国
県
の
補
助
金
の
ほ
か
、各
種
基
金
の

繰
入
れ
や
地
方
交
付
税
が
大
き
な
割
合

を
占
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、町
債（
町
の
借
金
）は
過
疎
対

策
事
業
債
な
ど
交
付
税
措
置
の
あ
る
有

利
な
も
の
を
活
用
し
、で
き
る
だ
け
将

来
に
負
担
を
か
け
な
い
財
源
確
保
に
努

め
て
い
ま
す
。

◆
歳
出（
目
的
別
）

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
整
備
事
業
な
ど

の
自
治
振
興
事
業
、ま
ち
づ
く
り
事
業
、

高
度
情
報
基
盤
整
備
事
業
の
着
手
、町

営
バ
ス
の
運
行
、環
境
対
策
の
推
進
に

関
す
る
総
務
費
が
30
・
91
％
、子
育
て

等
の
支
援
、各
種
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
実

施
な
ど
に
係
る
民
生
費
は
16
・
70
％
、

住
民
の
健
康
づ
く
り
、環
境
衛
生
の
向

平
成
26
年
度
当
初
予
算
方
針

　
地
域
主
権
改
革
が
進
め
ら
れ

る
中
、住
民
に
最
も
身
近
な
行

政
主
体
で
あ
る
地
方
自
治
体
に

は
、地
域
に
お
け
る
行
政
の
自

主
的
か
つ
総
合
的
な
実
施
の
役

割
を
担
う
判
断
、責
任
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

富
士
山
静
岡
空
港
が
開
港

し
、新
東
名
が
供
用
開
始
と
な

り
、大
井
川
流
域
へ
の
ア
ク
セ

ス
環
境
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

元
気
で
輝
い
て
い
る
ま
ち
に

は
、多
く
の
方
が
訪
れ
、地
域
が

元
気
に
な
り
ま
す
。川
根
本
町

が
元
気
で
輝
い
た
ま
ち
で
あ
る

た
め
に
は
、地
域
の
資
源
や
人

材
を
い
か
に
活
用
で
き
る
か
、

ま
た
、住
民
の
み
な
さ
ん
と
一

体
と
な
り
、地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ

イ
や
企
業
、団
体
な
ど
と
協
働

し
、共
感
で
き
る
施
策
の
展
開

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

平
成
26
年
度
の
当
初
予
算

は
、高
度
情
報
基
盤
整
備
事
業

に
着
手
す
る
と
と
も
に
、従
来

の
住
民
の
生
活
環
境
の
向
上

に
加
え
、地
域
経
済
活
性
化
の

た
め
の
施
策
の
展
開
や
ユ
ネ
ス

コ
エ
コ
パ
ー
ク
登
録
な
ど
に
よ

り
、多
彩
な
地
域
資
源
を
生
か

し
、人
間
と
自
然
の
共
生
を
目

指
し
た
地
域
間
交
流
の
促
進
な

ど
を
重
点
に
置
き
予
算
を
編
成

し
ま
し
た
。主
な
柱
と
し
て
、自

然
災
害
等
に
備
え
た
防
災
対

策
、人
口
減
少・少
子
高
齢
化
に

対
応
し
、町
民
が
健
康
で
明
る

く
過
ご
す
た
め
の
保
健
、医
療
、

福
祉
、教
育
の
充
実
に
よ
る「
安

心
し
て
住
め
る
ま
ち
づ
く
り
」、

農
林
業
の
振
興
、農
林
業
と
商

工
観
光
業
の
連
携
に
よ
る
地
域

活
性
化・６
次
産
業
化
、町
民
の

財
産
で
あ
る
歴
史
的
資
産
、豊

富
な
自
然
資
源
を
生
か
し
た
施

策
の
展
開
に
よ
る「
農
林
業
が

元
気
で
、豊
か
な
経
験・自
然
を

生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
」誘
客

対
策
の
実
施
に
よ
る
地
域
間
交

流
の
促
進
や
人
づ
く
り・
魅
力

づ
く
り・
活
力
づ
く
り
活
動
へ

の
支
援
に
よ
る「
交
流
と
ふ
れ

あ
い
の
ま
ち
づ
く
り
」を
目
指

し
ま
す
。

　

平
成
26
年
度
は
、川
根
本
町

総
合
計
画
の
後
期
計
画
が
ス

タ
ー
ト
し
て
３
年
目
の
年
と

な
り
ま
す
。審
議
会
、ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
、子
ど
も
会
議
や
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
な
ど
、住

民
の
皆
さ
ま
の
意
見
を
い
た
だ

き
策
定
し
た
後
期
計
画
で
す
。

計
画
推
進
に
お
い
て
も
、情
報

の
公
開
、共
有
に
よ
り
住
民
と

行
政
に
よ
る
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
を
目
指
し
ま
す
。

わたしたちの
平成２６年度

総
務
課・財
政
室　
☎（
56
）２
２
２
０

川
根
本
町
長・鈴
木
敏
夫

ここにも、一つの物語。
広報かわねほんちょう 12



その他（2.6%）
1億9,811万円町民一人当たりの�

（単位：円）� 税　額
町 民 税 34,313

固 定 資 産 税 125,620

軽 自 動 車 税 2,562

町 た ば こ 税 4,162

入 湯 税 701

合 計 167,358

町民一人当たりの�

（単位：円）� 予算額
議 会 費 9,409

総 務 費 303,577

民 生 費 164,050

衛 生 費 85,306

労 働 費 244

農林水産業費 68,779

商 工 費 39,710

土 木 費 42,219

消 防 費 53,765

教 育 費 75,346

災 害 復 旧 費 2,215

公 債 費 135,723

予 備 費 1,915

総 額 982,258

普通建設事業費〔単独〕
（9.6%）7億3,697万円

災害復旧事業費
（0.2%）1,735万円

普通建設事業費〔補助〕
（22.5%）17億2,833万円

その他（7.9%）
6億791万円

投資的経費（32.3%）
24億8,265万円

その他（0.2%）
1,549万円

積立金（0.3%）
1,886万円

繰出金（7.4%）
５億7,356万円

維持補修費（0.5%）
3,883万円

補助費等（10.7%）
８億2,384万円

経常的経費（59.8％）
46億444万円 物件費（15.2％）

11億6,739万円

公債費（13.8%）
10億6,325万円

扶助費（4.9%）
３億7,997万円

人件費（14.7％）
11億3,116万円

町債 (17.9％ )
13億8,020万円

県支出金（6.9%）
５億2,841万円

国庫支出金（9.5%）
7億3,189万円

地方交付税（30.5％）
23億5,000万円

依存財源（67.4％）
51億8,861万円

※一般会計歳入歳出予算額を
　平成26年3月1日現在の人口
　7,834人で割った金額です。

自主財源（32.6%）
25億639万円

歳入合計
76億9,500万円

歳出合計
76億9,500万円

その他
（1.1%）8,320万円

分担金及び負担金
（0.4%）3,254万円

使用料及び手数料
（0.8%）5,833万円

繰越金（1.3%）
１億円

繰入金（12.0%）
９億2,124万円

町税（17.0％）
13億1,108万円

歳入グラフ

歳出グラフ

上
や
、飲
料
水
供
給
施
設・水
道
施
設
整

備
な
ど
の
生
活
環
境
基
盤
整
備
を
図
る

衛
生
費
は
８・
68
％
、小・
中
学
校
の
管

理
運
営
、町
民
の
社
会
教
育
や
ス
ポ
ー

ツ
振
興
を
図
る
教
育
費
は
、７・
67
％
、

農
林
業
の
振
興
、農
産
物・林
産
物
の
搬

出
に
寄
与
す
る
農
林
道
の
整
備
に
係
る

農
林
水
産
業
費
が
７
％
、小
災
害
対
策

事
業
や
消
防
救
急
施
設
整
備
な
ど
の
消

防
費
は
、５・47
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、起
債
の
元
利
償
還
金
で
あ
る

公
債
費
は
、縁
故
債
の
繰
上
償
還
を
予

定
し
て
い
る
た
め
、13
・
82
％
と
依
然

大
き
な
割
合
を
占
め
て
い
ま
す
。

◆
歳
出（
性
質
別
）

　

地
域
要
望
に
沿
っ
た
町
道・
林
道
の

改
良
や
生
活
環
境
整
備
と
高
度
情
報

基
盤
整
備
事
業
の
着
手
に
よ
り
投
資

的
経
費
が
32
・
26
％
で
、前
年
度
よ
り

１
２
７・
88
％
の
増
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。

　

義
務
的
経
費
は
、退
職
者
補
充
の
抑

制
に
伴
い
人
件
費
は
減
額
し
て
い
ま
す

が
、高
度
情
報
基
盤
整
備
事
業
の
着
手

な
ど
に
よ
り
公
債
費
の
増
額
、障
が
い

者
自
立
支
援
給
付
費
の
増
額
な
ど
に
よ

り
扶
助
費
が
増
額
と
な
り
、構
成
比
は

33
・
46
％
を
占
め
て
お
り
、前
年
度
よ

り
13
・
24
％
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

物
件
費
で
は
、臨
時
職
員
の
賃
金

や
消
耗
品
費
、光
熱
水
費
、修
繕
料
な

ど
が
増
額
と
な
っ
て
い
る
も
の
の
、

デ
ジ
タ
ル
防
災
行
政
無
線
シ
ス
テ

ム
設
備
事
業
の
中
断
に
よ
り
備
品
購

入
費
が
減
額
と
な
り
、前
年
度
対
比

２
千
７
１
１
万
１
千
円
の
減
で
、構
成

比
は
15
・
17
％
を
占
め
て
い
ま
す
。補

助
費
は
、静
岡
地
域
消
防
救
急
無
線
デ

ジ
タ
ル
化
整
備
事
業
費
負
担
金
の
追
加

や
常
備
消
防
事
務
委
託
料
、川
根
地
区

広
域
施
設
組
合
負
担
金
の
増
額
に
よ
り

４
千
８
１
１
万
９
千
円
の
増
で
、構
成

比
は
10
・
71
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

13



議会費 7,371万円
川根本町議会経費 7,371万円
総務費 23億7,822万円
行財政改革推進のため 144万円
町有財産の維持管理のため 552万円
庁舎（本庁と総合支所）の維持管理経費 5,925万円
交通安全対策事業 704万円
コミュニティ施設整備事業（集会所改修等） 183万円
山村開発センター管理経費 2,815万円
高度情報基盤整備事業 15億2,396万円
友好都市推進事業 454万円
癒しの里づくり事業費交付金 700万円
地域人材育成事業費補助金 50万円
地域づくり活動事業費補助金 50万円
レールパーク構想検討事業 338万円
環境対策推進のため（クリーンエネルギー活用等） 1,411万円
町営路線バスの運行経費 4,013万円
民生費 12億8,517万円
地域福祉推進業務委託料 3,743万円
障がい者自立支援給付費 1億7,546万円
重度障がい者（児）医療費扶助 1,914万円
在宅高齢者配食サービス事業 1,676万円
外出支援サービス事業 2,546万円
生きがい対応型デイサービスセンター運営委託経費 3,466万円
町内保育園の運営等のため 2億0,171万円
子育て支援対策費(放課後児童クラブ・支援センター） 2,608万円
児童手当手当の支給 7,347万円
国民健康保険事業特別会計繰出金 5,240万円
後期高齢者医療事業特別会計繰出金 1億1,499万円
介護保険事業特別会計繰出金 1億8,794万円
衛生費 6億6,829万円
妊婦健康診査事業 274万円
こども医療費助成事業 1,388万円
特定不妊治療費助成 96万円
一般不妊治療費助成 167万円
インフルエンザワクチン接種費用助成 1,459万円
定期予防接種事業（日本脳炎・ＭＲ・ポリオ等の定期予防接種） 1,072万円
がん検診事業 986万円
地域医療推進事業 679万円
町内診療所等医療機器整備事業 1,957万円
救護所資機材整備事業 638万円
合併処理浄化槽設置費補助金 948万円
飲料水供給施設運営事業 4,925万円
ごみ処理経費 9,835万円
し尿処理のため（川根広域施設組合負担金） 1億3,048万円
簡易水道事業特別会計繰出金 1億1,775万円
いやしの里診療所事業特別会計繰出金 2,213万円
労働費 191万円
農林水産業費 5億3,882万円
特産物振興事業費補助（自力作業道開設、新規種苗類導入事業等） 380万円
特産物振興事業費補助（農産物集出荷支援事業） 150万円
耕作放棄地再生利用対策事業費補助金 351万円
茶業振興対策事業 2,543万円
結婚祝品の贈呈 60万円
農林業センター運営事業費 3,762万円
農道整備などの農地費 3,655万円
農業農村整備事業（農地・水環境保全向上対策事業（２地区）負担金他） 66万円

自然休養村運営費 42万円
地籍調査事業 2,389万円
林業関係事業費補助（間伐搬出奨励、森林作業道 他） 2,985万円
有害鳥獣・野生鳥獣等被害防止対策事業 1,608万円
林道整備事業費 2億4,565万円
治山事業費 2,157万円
商工費 3億1,109万円
商工会プレミアム付きお買い物券発行事業費補助金 1,050万円
地域商工活性化事業費補助金 1,016万円
住宅リフォーム推進事業費補助金 1,500万円
おもてなしの店づくり事業費補助金 1,000万円
売れるものづくり支援事業費補助金 200万円
選ばれる観光地づくり戦略事業 1,236万円
ユネスコエコパーク推進事業 962万円
ＳＬフェスタ事業 350万円
観光振興のため 8,078万円
音戯の郷運営費 4,260万円
音戯の郷イベント委託料（トーマスフェア） 400万円
茶茗舘管理運営費 2,208万円
ウッドハウスおろくぼ運営費(指定管理） 814万円
もりのくに運営費(指定管理） 1,045万円
温泉事業特別会計繰出金 3,938万円
土木費 3億3,074万円
町道維持修繕経費 9,376万円
町道新設改良事業費 7,775万円
橋りょう維持費 5,820万円
河川維持経費 1,298万円
河川改良費 2,050万円
急傾斜崩壊対策事業 435万円
町営住宅、若者定住住宅管理運営経費 1,064万円
消防費 4億2,119万円
常備消防費として 2億3,143万円
非常備消防活動のため 7,640万円
消防施設整備（消防団詰所建設 他） 5,421万円
デジタル防災行政無線システム共同整
備事業

1,916万円

地域防災計画策定業務 540万円
災害対策費（防災ラジオ、備蓄倉庫 他） 3,649万円
教育費 5億9,026万円
川根本町教育ビジョン策定 69万円
キャリア教育の実践 56万円
小中学校のあり方協議会 121万円
外国語指導講師招へい事業 556万円
通学バス運営経費 3,409万円
小学校の管理・教育振興のため 1億4,061万円
中学校の管理・教育振興のため 8,457万円
社会教育事業のため 4,998万円
生涯学習推進のため 900万円
文化会館運営のため 4,677万円
資料館運営のため 920万円
海洋センター運営のため 3,308万円
社会体育施設の維持管理経費 2,158万円
学校給食共同調理場の管理運営経費 7,370万円
災害復旧費 1,735万円
公債費 10億6,325万円
町債の元利償還金
予備費 1,500万円
合計 76億9,500万円

主な事業の予算内訳

ここにも、一つの物語。
広報かわねほんちょう 14



【
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
】

　
平
成
26
年
度
の
国
民
健
康
保
険
事
業

特
別
会
計
の
総
額
は
、歳
入
歳
出
そ
れ

ぞ
れ
10
億
１
千
６
０
０
万
円
で
、前
年

度
と
比
べ
６
千
７
４
０
万
円
の
増
額
と

な
り
ま
し
た
。特
定
健
診・特
定
保
健
指

導
、人
間
ド
ッ
ク
助
成
等
を
含
め
保
健

事
業
の
充
実
に
よ
り
、医
療
費
適
正
化

に
努
め
ま
す
。

【
後
期
高
齢
者
医
療
事
業
特
別
会
計
】

　
平
成
26
年
度
の
後
期
高
齢
者
医
療
事

業
特
別
会
計
の
総
額
は
、歳
入
歳
出
そ

れ
ぞ
れ
１
億
２
千
７
０
０
万
円
で
、前

年
度
と
比
べ
９
９
０
万
円
の
増
額
と
な

り
ま
し
た
。静
岡
県
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
を
運
営
主
体
と
し
、各
市
町

は
窓
口
業
務
の
ほ
か
被
保
険
者
の
皆
様

か
ら
保
険
料
を
徴
収
す
る
業
務
を
担
い

ま
す
。被
保
険
者
の
皆
様
に
適
正
な
医

療
が
提
供
で
き
る
よ
う
努
め
ま
す
。

【
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
】

　
平
成
26
年
度
の
介
護
保
険
事
業
特
別

会
計
の
総
額
は
、歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

12
億
３
千
３
１
０
万
円
で
、前
年
度
と

比
べ
１
億
３
千
８
３
０
万
円
の
増
額
で

す
。３
カ
年
の
第
5
期
介
護
保
険
事
業

計
画
が
ス
タ
ー
ト
と
し
て
３
年
目
と
な

り
ま
す
。第
４
期
の
実
績
や
昨
年
度
の

実
績
を
踏
ま
え
、居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス

費
、施
設
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
伸
び
の

見
込
み
に
よ
り
対
前
年
度
比
12
・
63
％

の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

【
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
】

　
平
成
26
年
度
の
簡
易
水
道
事
業
特
別

会
計
当
初
予
算
の
総
額
は
、歳
入
歳
出

そ
れ
ぞ
れ
２
億
８
千
６
５
０
万
円
で
、

前
年
度
と
比
べ
７
８
０
万
円
の
減
額
で

す
。大
規
模
事
業
で
あ
る
大
間
簡
易
水

道
施
設
整
備
事
業
及
び
本
川
根
北
部

（
奥
泉
）簡
易
水
道
施
設
整
備
事
業
の
施

工
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
が
工
事
請
負

費
等
に
よ
り
対
前
年
度
２・
65
％
の
減

額
と
な
り
ま
し
た
。引
き
続
き
、簡
易
水

道
を
良
好
に
管
理
運
営
し
、安
定
給
水

に
努
め
ま
す
。

【
温
泉
事
業
特
別
会
計
】

　

平
成
26
年
度
の
温
泉
事
業
特
別
会

計
当
初
予
算
の
総
額
は
、歳
入
歳
出
そ

れ
ぞ
れ
４
千
４
２
０
万
円
で
、前
年
度

と
比
べ
１
千
３
６
０
万
円
の
増
額
で

す
。千
頭
温
泉
ポ
ン
プ
改
修（
オ
ー
バ
ー

ホ
ー
ル
）工
事
費
を
予
算
計
上
し
た
た

め
増
額
と
な
り
、そ
の
ほ
か
に
、町
内
温

泉
施
設
の
維
持
管
理
経
費
を
計
上
し
、

源
泉
を
各
温
泉
施
設
へ
良
好
に
供
給
す

る
よ
う
努
め
ま
す
。

【
い
や
し
の
里
診
療
所
事
業
特
別
会
計
】

　
平
成
26
年
度
の
い
や
し
の
里
診
療
所

事
業
特
別
会
計
当
初
予
算
の
総
額
は
、

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
４
千
４
９
０
万
円

で
、前
年
度
と
比
べ
９
７
０
万
円
の
減

額
と
な
り
ま
し
た
。町
営
診
療
所「
い
や

し
の
里
診
療
所
」の
運
営
経
費
を
計
上

し
、利
用
者
が
求
め
る
充
実
し
た
医
療

を
提
供
で
き
る
よ
う
努
め
ま
す
。

平
成
26
年
度

会　　計 ＼ 区　　分 平成26年度 平成25年度 伸率（％）

一般会計 7,695,000 5,972,000 28.85

国民健康保険事業特別会計 1,016,000 948,600 7.11

後期高齢者医療事業特別会計 127,000 117,100 8.45

介護保険事業特別会計 1,233,100 1,094,800 12.63

簡易水道事業特別会計 286,500 294,300 △ 2.65

温泉事業特別会計 44,200 30,600 44.44

いやしの里診療所事業特別会計 44,900 54,600 △ 17.77

計 10,446,700 8,512,000 22.73

平成26年度各会計当初予算総括表 （単位：千円）

特
別
会
計
の
特
徴

町議会３月定例会15
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役場の窓辺から yakuba no madobe kara

問い合わせ　役場総合支所商工観光課内　神
かん
東
とう
美
み
希
き
　☎（58）7077

　
「
ふ
る
さ
と
納
税
」制
度
は
、
住

民
税
の
一
部（
原
則
と
し
て
１
割

程
度
）を
、
応
援
し
た
い
市
町
村

に
対
し
て「
寄
付
」と
い
う
形
で
財

政
的
な
支
援
が
で
き
る
と
い
う
制

度
で
す
。

　
生
ま
れ
育
ち
、
生
活
の
経
験
の

あ
る
市
町
村
は
も
ち
ろ
ん
、
実
際

に
訪
れ
た
こ
と
の
な
い
市
町
村
で

あ
っ
て
も
、
応
援
し
た
い
と
思
う

市
町
村
な
ら
ど
こ
に
で
も
支
援
が

で
き
ま
す
。

　
ふ
る
さ
と
納
税
と
し
て
寄
付
を

さ
れ
た
場
合
、
現
在
住
ん
で
い
る

市
町
村
に
納
め
て
い
る
住
民
税
の

お
よ
そ
１
割
を
上
限
と
し
て
、
住

民
税
と
所
得
税
が
減
税
さ
れ
る
と

い
う
も
の
で
す
。

　
町
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し

て
も
、
ご
親
戚
や
お
知
り
合
い
の

方
で
、
川
根
本
町
に
ふ
る
さ
と
納

税
を
お
勧
め
で
き
る
方
が
お
り
ま

し
た
ら
、ぜ
ひ
ご
案
内
い
た
だ
き
、

川
根
本
町
を
応
援
し
て
い
た
だ
け

ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　
な
お
、
納
税
の
方
法
な
ど
、
詳

し
い
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
、
町

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ

く
か
、
役
場
企
画
課
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
平
成
25
年
度
は
ふ
る
さ
と
納
税

に
よ
り
、
12
名
の
皆
さ
ま
か
ら
、

総
額
４
８
５
千
円
の
ご
寄
付
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。（
お
名
前
は
、
ご

了
承
い
た
だ
い
た
方
の
み
、
ご
紹

介
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
金

額
の
公
表
は
、
控
え
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。）

▼
掛
川
市　
　
　
石
田
吉
央　
様

▼
静
岡
市　
　
　
森
坂
彦
次　
様

▼
島
田
市　
　
　
杉
山
和
喜　
様

▼
静
岡
市　
　
　
立
川
暢
章　
様

▼
島
田
市　
　
　
八
木
文
枝　
様

▼
藤
枝
市　
　
　
諸
田
芳
紀　
様

▼
静
岡
市　
　
　
榎
田　
進　
様

　
川
根
本
町
へ
の
ご
寄
付
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　これは、東日本大震災による被害を受けた合併市町村に係る地方債の特例に関する法律の一
部を改正する法律の施行に伴い、合併特例債の発行可能期間が５年間延長されましたので、新
町建設計画の計画期間を平成 17 年度から平成 32 年度までとし、計画期間を変更することに
よって整合を図る必要がある部分（固有名詞、主要指標、財政計画）や、県に要望する事業及び
県が実施を予定する事業等を変更しました。▶また、今後事業の実施が想定されている「消防
救急広域化整備事業」や「小水力発電施設整備事業」を追加しています。▶修正箇所は、企画課
まちづくり室にお立ち寄りいただくか、川根本町ＨＰにて確認することができます。

　
癒
し
の
里
づ
く
り
事
業
は
、
地
縁
団
体
を
含
む
区
自

治
会
や
複
数
の
区
自
治
会
が
実
施
す
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
環
境
づ
く
り
を
促
進
す
る
と
同
時
に
、
町
民
の

皆
さ
ん
一
人
一
人
が
ま
ち
づ
く
り
に
対
す
る
強
い
関
心

を
持
ち
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
独
自
の
ア
イ
デ
ア
を
活

か
し
、
計
画
・
実
施
す
る
事
業
に
、
交
付
金
を
交
付
し

ま
す
。

運
営（
実
施
）主
体
…�

地
縁
団
体
を
含
む
区
自
治
会
及
び

複
数
の
区
自
治
会
の
連
合
組
織

▽
交
付
金
の
交
付
率
は
80
％
で
、
住
民
の
皆
さ
ん
が
実

際
に
作
業
し
、
手
作
り
で
作
り
上
げ
て
い
く
事
業
を

対
象
と
し
て
い
ま
す
。

▽
対
象
経
費
は
、
基
本
的
に
事
務
消
耗
品
、
材
料
費
や

車
両
・
重
機
の
借
上
げ
代
、
通
信
費
等
で
す
が
、
や

む
を
得
な
い
場
合
に
は
専
門
業
者
に
よ
る
工
事
費
等

も
認
め
ら
れ
ま
す
。（
全
て
の
事
業
を
業
者
任
せ
と
す

る
こ
と
は
不
可
で
す
。）

▽
し
か
し
、
飲
食
費
や
区
の
皆
さ
ん
へ
の
出
役
に
か
か

る
人
件
費
等
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

▽
こ
の
事
業
の
実
施
を
お
考
え
の
地
区
は
、
募
集
期
限

や
要
項
等
が
あ
り
ま
す
の
で
、
区
長
さ
ん
を
通
じ
て

役
場
企
画
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ふ
る
さ
と
川
根
本
町
へ
の
応
援
を
形
に

「
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
」を
ご
存
知
で
す
か

新町建設計画の変更について　平成26年３月に新町建設計画を変更しました

公園整備

水路整備

癒
し
の
里
づ
く
り
事
業
の
募
集
に
つ
い
て

ここにも、一つの物語。
広報かわねほんちょう 16
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役場の窓辺から yakuba no madobe kara

川根のみきてぃが綴る「ブログ版　川根本町エコツー日記」もお楽しみに！　http://eco2kawane.eshizuoka.jp/

３月２日、エコツー会員１５名
が参加して、静岡市の「しずお

か環境教育研究会」で研修を受け
ました。ここは静岡の里山を活動
の中心として、環境教育を通じて
人づくりを目指すＮＰＯです。

「環境教育」と聞くと、難しい
印象を受けますが、実に楽

しく、終始笑顔が絶えない一日と
なりました。実際に体験したプロ
グラムは、大の大人が葉っぱを必
死で探したり、ダンゴ虫を夢中で
観察したり。童心に返って遊んで
いるようで、実はとても奥深いの
です！　

プログラムには目的があり、そ
の達成のために体験がある。

観察や比較をすることで、参加者
自らの気づきを促す。ただ「楽し
い」だけでなく、体験を通じて参
加者にどんなことを感じてほしい
かを見据える。プログラム一つひ

とつに明確な目的が設定され、ス
タッフ全員が目的を共有していた
のです！　

さらに「あなたは何のためにこ
の活動をやっているのか？」

というテーマで、一人ひとりが発
表。今まで知らなかった会員さん
たちの想いを知りました。皆さん
「エコツーをどういう組織にして
いきたいか」「そのために自分はど
んなことができるのか」を真剣に
考えてくれていることが分かり、
胸が熱くなったのでした。

一日の研修を通して、私たちは
多くのことを気づき、学びま

した。しかしそれは決して指導者
から強制されたものではなく、私
たちの主体的な気づきであり、学
びでした。入念な準備、役割分担、
達成目標があったからこそ、この
ような充実した研修になったのだ
と感謝しています。

川根本町は環境教育を実施す
るにはうってつけ場所です。

環境教育、それは地域愛なくして
は成り立ちません！　今こそ、エ
コツーの目的を見直し、会員一同
が同じ目標に向かってそれぞれの
得意を発揮できるように…事務局
を預かる身として、その重責をヒ
シヒシと感じているのでした。

「葉っぱの分類」を実践中。触った
り匂いを嗅いだり、比べてみたり
…こんなにじっくりと葉っぱを観
察したことがあったでしょうか !?

エコツーリズム推進
事業の地域コーディ
ネーター。川根本町
エコツーリズムネッ
トワークの事務局を
担当。５代目緑のふ
るさと協力隊員。
愛媛県出身。

神
か ん

東
と う

 美
み

希
き

さん
問い合わせ　役場総合支所商工観光課内　神

かん
東
とう
美
み
希
き
　☎（58）7077

　
当
町
で
の
く
ら
し
、自
然
、伝
統・

文
化
、
産
業
、
教
育
等
に
関
す
る
卓

越
し
た
知
識
又
は
技
能
を
有
す
る
人

材
を
ま
ち
づ
く
り
の
リ
ー
ダ
ー
と
し

て
登
録
す
る「
水
と
森
の
番
人
マ
イ

ス
タ
ー
」制
度
を
創
設
し
ま
す
。

【
趣
旨
】

　
各
分
野
に
お
い
て
、
技
や
知
識
を

持
っ
た
皆
さ
ん
を
登
録
し
、
さ
ま
ざ

ま
な
ま
ち
づ
く
り
活
動
の
促
進
及
び

支
援
に
努
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に

よ
っ
て
、
地
域
振
興
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

【
マ
イ
ス
タ
ー
登
録
分
野
】

　
登
録
は
以
下
の
７
つ
の
分
野
と
し

ま
す
。

①
健
康
・
福
祉
分
野

②
生
活
環
境
・
基
盤
整
備
分
野

③
産
業
・
経
済
・
労
働
分
野

④
自
然
・
環
境
分
野

⑤
教
育
・
歴
史
・
文
化
分
野

⑥
住
民
参
加
・
行
政
運
営
分
野

⑦
そ
の
他

【
認
定
の
要
件
】

　
２
つ
の
要
件
を
す
べ
て
充
た
す
方

が
対
象
と
な
り
ま
す
。

▼
川
根
本
町
に
住
む
方
、
町
出
身
者

で
あ
る
方

▼
地
域
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
積
極

的
に
活
動
さ
れ
る
意
思
の
あ
る
方

【
登
録
ま
で
の
流
れ
】

①
本
人
自
薦
又
は
他
薦
に
よ
り
申
請

②
書
類
審
査
後
、
登
録
証
を
交
付

③
マ
イ
ス
タ
ー
登
録
簿
に
登
録

【
マ
イ
ス
タ
ー
登
録
の
審
査
】

　
審
査
項
目
は
次
に
掲
げ
る
と
お
り

と
し
、
マ
イ
ス
タ
ー
と
し
て
必
要
な

識
見
及
び
経
験
等
を
備
え
て
い
る
か

を
審
査
し
ま
す
。

①
登
録
分
野
に
お
け
る
経
歴
及
び
活

動
実
績

②
登
録
分
野
に
お
け
る
資
格
等
の
有

無③
登
録
さ
れ
た
場
合
に
お
け
る
活
動

の
方
向
性

④
そ
の
他
必
要
と
認
め
る
事
項

（
マ
イ
ス
タ
ー
活
用
ま
で
の
流
れ
）

①
マ
イ
ス
タ
ー
を
活
用
す
る
団
体
か

ら
、
登
録
者
の
紹
介
依
頼
が
あ
っ
た

時
は
、
町
及
び
登
録
者
に
お
い
て
協

議
の
上
、
団
体
と
の
調
整
方
法
を
決

定
し
ま
す
。

②
マ
イ
ス
タ
ー
を
活
用
す
る
団
体

が
、
登
録
者
を
講
師
と
し
た
研
修
等

を
実
施
す
る
時
は
、
当
該
登
録
者
に

支
払
う
報
償
費
の
２
分
の
１
以
内
の

額（
３
万
円
上
限
、
千
円
未
満
端
数

切
捨
て
）を
助
成
金
と
し
て
当
該
団

体
等
に
交
付
し
ま
す
。

【
活
動
報
告
】

　
登
録
者
は
、
町
長
に
対
し
て
年
間

の
活
動
報
告
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
マ
イ
ス
タ
ー
登
録
及
び
紹
介
等
に

つ
い
て
は
企
画
課
・
ま
ち
づ
く
り
室

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

平
成
26
年
度
・
新
設
制
度
を
紹
介
し
ま
す

水
と
森
の
番
人
マ
イ
ス
タ
ー
制
度
に
つ
い
て

シーズン３
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川根自動車株式会社
川根本町上長尾 869-2　　☎ 0547（56）0150

!! 魅せられて !!
「ＳＬとカヌー、山の生活に魅せられて、川崎から家族６人引っ越してきました。
大自然の環境の中、子どもも伸び伸び成長しています。車も川根自動車さんで
お世話いただき、快適にドライブ楽しんでおります」� 古林さん御一家

生
涯
学
習
の
ひ
ろ
ば

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課 

☎（
58
）７
０
８
０

移
動
図
書
館
や
ま
び
こ
号 

☎（
59
）３
１
０
６

生涯学習広報誌を�  
発行しました！�

トレーニング講習会のご案内�

むつみ学級・すこやか大学生を募集します�  
「一緒に学びましょう」�

　教育委員会では、平成 25 年度「地域で取り組む生涯学習広報誌」を発行しました。「地域
の魅力を生かして誇りや愛着のもてるふるさとづくり」を目指して、各地区で実施したさ
まざまな事業の成果をまとめた広報誌となっています。ぜひご覧ください。26 年度も、
地域ぐるみで実施する生涯学習事業へ積極的にご参加ください。

　B&G 海洋センターには、多種多様なトレーニング機器が整備してあります。トレーニ
ングルームを使用するには、トレーニング講習会（受講料 300 円）を受け、トレーニング
ルームカードの交付を受ける必要があります。開催日、詳細については、B&G海洋センター
にお問い合わせください。� 【問】B&G 海洋センター☎（59）3332

　むつみ学級（おおむね 60 歳以上の女性対象）、すこやか大学（おおむね 70 歳以上の町民
対象）の参加者を募集します。地区回覧、町ホームページにて詳細をお知らせしますので
ご覧ください。

ここにも、一つの物語。
広報かわねほんちょう 18



ふるさと発見団員を�  
募集します！�

　小学 4・5・6 年生を対象に、「ふるさと
発見団」を実施します。地域の大人と一緒
に、自然との触れ合いや町の歴史を学ぶな
ど、活動をとおしてふるさとの良さを再発
見する活動です。また、学校の枠を超えて
活動するので、今以上に友達の輪を広げる
こともできます。詳細は、学校で配付する
チラシをご確認ください。

５月の展示

５月の予定

○町民ギャラリー
・	写真展（帯祭りほか）� 中村猪三夫さん（藤川区）
・	絵画展� 神尾昌義さん　（奥泉区）

○文化会館
・	石ころアート� 氣田一良さん　（下泉区）
・	H25 年度� 地区生涯学習活動の様子（生涯学習課）

17（土）・18（日）海の子・山の子交流教室「山の体験」

※作品の展示希望のある方は、生涯学習課までご連絡ください。

皆様お誘いあわせのうえご観覧下さい！

※農機具の購入・修理・改造など、お気軽に
御相談下さい。地域のお店だからこそ、丁
寧に、解りやすく、迅速に対応いたします！

◇５月のお買得品◇高圧洗浄機キャンペーン (^O^) ／ プロ用

川根本町上長尾 795-1
ＩＰ電話☎ 050-3363-2252
☎ 56-0006  FAX  56-0009前 田 機 材

◇工進 JCE-151OK（エンジン洗浄機）：圧力150kg/㎠ ･ 吐出量10L/ 分　限定２台　超特価￥102,000-
◇工進 JCE-1408DX（エンジン洗浄機）: 圧力140kg/㎠ ･ 吐出量８Ｌ /分　限定２台　超特価￥51,200-
◇日立工機 FAW110S（AC100V）:（高圧10m ﾎｰｽ２本付）定価￥49,356- 限定1台！　超特価￥30,980-
◇リョービ AJP-1600（AC100V）: 定価￥49,356- 新機種発売につき 限定１台！　大特価￥23,700-
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く ら し の 情 報 ペ ー ジ

☎0 5 4 7（ 5 7 ）2 2 4 5
ハンコ・ゴム印承ります。

●耳穴式補聴器 国内外メーカー品 ￥29,800
●耳の形に合わせて作るオーダーデジタル補聴器 ￥98,000
●テレビ専用卓上無線音声機「耳もとくん」 ￥13,800

徳山駅前・医療機器取扱認証店

●好評です 昔のボンボン時計 元気に修理復活します。
●フレームレンズのみ取替 大きいレンズを加工新型に
●時計の電池交換すぐできます￥1,000
　手巻き・自動巻の修理のほか、内部電池式にもなります。

タモリ時計メガネ店

【 高 額 な 補 聴 器 を 買 う 前 に 】

川 根 本 町 の 人 口 平成 26年４月１日現在

世帯数 2,964世帯（ -1 ） 出生 3 人

総人口 7,797 人 （ -37 ） 死亡 8 人

男　性 3,804 人 （ -18 ） 転入 31 人

女　性 3,993 人 （ -19 ） 転出 63 人

※（　）内は前月比、右欄は今月中の異動  ※外国人の数を含む

人間ドック等の費用の一部を助成します

【問い合わせ】�（本庁）生活健康課 町民室　☎（56）2222　（総合支所）住民生活室　☎（58）7070

■健診機関一覧 （平成26年４月１日～平成27年３月31日）

i n f o r m a t i o n

国民健康保険または、後期高齢者医療
に加入している方には、人間ドックなど
の健診費用の一部を助成します。
なお、助成を受けるためには、あらかじ
め役場生活健康課で申請が必要です。
　対　　象�
国民健康保険
①申請時、1年以上川根本町の国民健康
保険に加入している20歳以上の人

②国民健康保険税を完納している人
後期高齢者医療保険
①川根本町に住所があり、後期高齢者
医療に加入している人

②後期高齢者医療保険料を完納している人
③年度内に、ほかの医療保険が実施す
る人間ドックなどの助成や後期高齢

者医療健康診査を受けていない人
　申し込み方法�
①各自受診を希望する健診機関に、予
約してください。

②予約がとれたら、受診する日の14日
前までに役場生活健康課で申請を
してください。

申請場所�（本庁）生活健康課 町民室  � �
（総合支所）住民生活室

申請するときの持ち物 保険証、印鑑
　受診方法�
①申請後、受診日の１週間前に「受診
証」を送付いたします。

②送付された「受診証」を持って、予約した
健診機関でドックを受診してください。

③受診当日、「受診証」に記載された自

己負担金額と追加検査を受けた場
合には、その費用を合わせて健診機
関にお支払いください。

▷人間ドックの主な検査項目
身体測定、血圧測定、心電図、尿検査、
血液検査、視力検査、眼圧検査、眼底検
査、聴力検査、肺機能検査、胸部Ｘ線検
査、消化管検査、超音波検査など。
▷脳ドックの主な検査項目
MRI検査（脳の断層撮影）、MRA検査

（脳の血管撮影）、心電図、血圧、血液検
査、尿検査、胸部Ｘ線検査など。
※人間ドック・脳ドックの検査内容は、

健診機関により異なる場合がありま
す。詳しい検査の内容は直接健診機
関にお問い合わせください。

健診機関名 1泊ドック自己負担額 日帰りドック自己負担額 脳ドック自己負担額
静岡厚生病院（静岡市）
☎054-272-1466 19,120円 11,680円（バリウム） 単独受診� 12,060円

13,180円（胃カメラ） 同時受診� 9,140円
藤枝市立総合病院（藤枝市）

☎054-646-1117 ― 11,400円（バリウム） ―12,380円（胃カメラ）
市立島田市民病院（島田市）

☎0547-35-1601 ― 11,680円（バリウム） 単独受診� 6,200円
12,680円（胃カメラ） 同時受診� 6,200円

聖隷予防検診センター（浜松市）
☎0120-938-375 20,440円 12,340円（バリウム） 単独不可�  　― 　

14,040円（胃カメラ） 同時受診� 9,800円
藤枝平成記念病院（藤枝市）

☎054-646-6181 ― 12,000円（バリウム） 単独受診� 11,400円
12,600円（胃カメラ） 同時受診� 9,800円

総合健診センターヘルスポート（藤枝市）
☎054-636-6460 ― 12,340円（バリウム） 単独受診� 12,340円

13,660円（胃カメラ） 同時受診� 6,500円
聖隷健康サポートセンター（静岡市）

☎054-280-6211 ― 12,340円（バリウム） 単独受診� 17,240円
14,040円（胃カメラ） 同時受診� 11,680円

西焼津健診センター（焼津市）
☎054-620-6085 ― 11,300円（バリウム） 単独受診� 8,700円

12,400円（胃カメラ） 同時受診� 4,800円

※
表
で
示
し
た
額
は
自
己
負
担
額
。健
診
費
用
の
約
7
割
を
川

根
本
町
が
助
成
し
ま
す
。　
※
た
だ
し
、検
査
内
容
に
よ
り
金
額

が
異
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、申
込
時
に
健
診
機
関
に
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

今 月 の 納 期
固定資産税� 第１期分
軽自動車税� 第１期分
水道使用料� ５月分　 
納期限は６月２日です。口座振替の人は
６月２日に引き落とされます。残高の確
認をお願いします。�税務課 ☎（56）2223

ここにも、一つの物語。
広報かわねほんちょう 20



川根本町上長尾861-35　☎・�FAX0547-56-1177
http://www.citydo.com/sp/0547-56-1177

墓石・燈籠・各種石材加工

藤田石材店
迅速　丁寧に
お茶の仕上げ加工袋詰めいたします

川 根 本 町 上 岸 110 ☎ 0547-59-2155

軽自動車税の減免申請 
のお知らせ
税務課・課税室

　減免対象となるのは、次のとお
りです。
▶減免の対象
①軽自動車の所有者本人で、障害

者手帳等を持っており、減免の
対象となる障がいの範囲の全て
に該当する方。

②軽自動車の構造が、障がいのあ
る人が利用するために、改造さ
れている車両（福祉車両等）を所
有している方または法人。

▶期限　
５月16日（金）から26日（月）
▶申し込み
①に該当の場合、税務課までお問

い合わせの上、印鑑、各種障害者
手帳、納税通知書、運転免許証を
持って、税務課へ申請してくだ
さい。

②に該当される場合税務課までお
問い合わせください。

【問】税務課・課税室� ☎（56）2223

自動車（軽自動車は除く）を 
お持ちのみなさまへ

県藤枝財務事務所
　自動車税は６月２日（月）までに
納めましょう。自動車税は毎年４
月１日現在、運輸支局に登録され
ている自動車の所有者（ローンで
購入した自動車で売主が所有権を
留保しているものは買主である使
用者）に対して課税されます。
　なお、５月20日までに自動車税
納税通知書が届かない方（軽自動
車は除く）は下記までご連絡くだ
さい。
　６月２日（月）まではコンビニで
も納付することができます！

【問】静岡県藤枝財務事務所
　課税課　課税第１班
　☎054（644）9122

平成26年度救命講習のご案内
島田市・消防本部

  島田市消防本部では、心肺蘇生
法や AED の使い方、けがの手当
など、応急手当を習得していただ
けるよう、市民の皆さまや事業所
等を対象として救命講習を開催し
ています。
  大切な人を、家族を、命を守るた
め、救命講習を受講して知識と技
術を学びましょう。
▶普通救命講習Ⅰ（３時間）
応急手当の重要 性、心 肺 蘇 生法、
AED 使用法、気道異物除去法、止血法

講習日 開始時間
終了時間 場　所 定員 受付開始

受付終了
５月10日
（土）

9：00
12：00

川根北
分遣所 20人 ４月  1日

４月30日
６月７日
（土）

9：00
12：00

川根南
分遣所 20人 ５月  1日

５月25日
７月５日
（土）

9：00
12：00

川根南
分遣所 20人 ６月  1日

６月25日
７月６日
（日）

9：00
12：00

川根北
分遣所 20人 ６月  1日

６月25日
８月２日
（土）

9：00
12：00

川根北
分遣所 20人 ７月  1日

７月25日
８月３日
（日）

9：00
12：00

川根南
分遣所 20人 ７月  1日

７月25日
９月６日
（土）

9：00
12：00

川根北
分遣所 20人 ８月  1日

８月25日
10月５日
（日）

9：00
12：00

川根南
分遣所 20人 ９月  1日

９月25日

▶普通救命講習Ⅱ（４時間）
普通救命講習Ⅰの内容に加え、実
技・筆記試験

講習日 開始時間
終了時間 場　所 定員 受付開始

受付終了
５月31日
（土）

9：00
13：00

金谷消
防署 20人 ４月20日

５月20日
11月22日

（土）
9：00

13：00
島田消
防署 30人 10月１日

10月30日

※業務の内容や活動領域から、一
定の頻度で心肺停止者の対応を期
待・想定される方を対象。
▶応急手当普及員講習（24時間）

講習日 開始時間
終了時間 場　所 定員

１１月頃予定 川根北分遣所 20人

※事業所や自主防災組織等において、
普及啓発活動に従事したい方を対象。
※受講希望者で普通救命講習未受
講者は事前に普通救命講習を受講

してください。
▶応急手当普及員再講習（３時間）

講習日 開始時間
終了時間 場　所 定員

１１月頃予定 川根北分遣所 20人

※ H23年に応急手当普及員講習・再講
習を受講し認定された方が対象です。
申し込み
▷島田市・川根本町在住又は勤務・

通学している方を対象としま
す。（原則中学生以上）

▷開催会場の消防署・分遣所へ消
防訓練（消防講習会）等申込書に
より、持参または FAX で申し
込みください。

※数名で申し込みされる方は必ず
受講者名簿を添付してください。

▷申し込みは先着順となります。
定員になり次第締め切らせてい
ただきます。

▷受講料は無料です。
注意事項
▷救命講習の開催決定は受講者5

名以上とします。
▷受講当日は、筆記用具をご持参

ください。
▷動きやすい服装（スカート不

可）、靴でお越しください。
▷遅刻、早退をした場合は受講修

了とは認められません。
▷各会場駐車場はありますが、台数に

限りがありますので乗り合い又は
公共交通機関をご利用ください。

▷災害等により開催できない場合
は、日程の変更又は中止とさせ
ていただきます。

【お問い合せ】
◎島田消防署 救急救助係
　☎（37）0119　FAX（36）1436
◎金谷消防署　
　☎（46）0119　FAX（45）4844
◎金谷消防署 川根南分遣所
　☎（58）0119　FAX（58）0120
◎金谷消防署 川根北分遣所
　☎（58）3015　FAX（58）3016

■本庁代表 ☎（56）1111　■総合支所代表 ☎（59）3111
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新
緑
の
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

地
域
の
皆
様
に
は
日
頃
か
ら
本

校
の
教
育
活
動
に
御
理
解
と
御
協

力
を
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

３
月
に
73
名
の
卒
業
生
が
本
校

か
ら
巣
立
ち
、４
月
に
は
42
名
の
新

入
生
を
迎
え
新
年
度
が
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。卒
業
生
の
進
路
先
は
4

月
号
で
ご
紹
介
し
ま
し
た
が
、１
カ

月
が
過
ぎ
、皆
そ
れ
ぞ
れ
新
し
い
学

校
や
職
場
で
の
生
活
に
少
し
ず
つ

慣
れ
て
き
た
頃
で
し
ょ
う
か
。本
校

の
新
入
生
も
集
団
宿
泊
研
修
を
終

え
、ク
ラ
ス
の
仲
間
作
り
も
一
段
落

し
た
と
こ
ろ
で
す
。現
在
、高
校
は

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
予
選
の
真
っ
た
だ

中
。川
高
生
の
活
躍
を
期
待
し
て
い

ま
す
。

【
川
根
留
学
生
】

昨
年
か
ら
、本
校
の
教
育
を
川

根
地
域
以
外
の
生
徒
に
も
知
っ
て

も
ら
い
た
い
と「
川
根
留
学
生
」と

称
し
、生
徒
募
集
を
し
ま
し
た
。そ

の
結
果
、静
岡
市
と
牧
之
原
市
の

中
学
校
か
ら
２
名
の
生
徒
を
迎
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。親
元
を

離
れ
て
の
生
活
は
生
徒
・
保
護
者

と
も
不
安
や
心
配
は
多
い
と
思
い

ま
す
。し
か
し
、豊
か
な
自
然
環
境

の
中
、自
分
を
鍛
え
る
本
校
で
の

三
年
間
は
一
生
の
宝
に
な
る
と
信

じ
て
い
ま
す
。そ
し
て
川
根
本
町

が
第
二
の
故
郷
と
な
る
こ
と
も
。

来
年
度
は
、更
に
多
く
の
生
徒
が

本
校
の
教
育
を
求
め
て
入
学
し
て

く
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。町
民

の
皆
様
に
は
、是
非
と
も
町
外
の

方
に
宣
伝
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
川
高
ス
ク
ー
ル
バ
ス
】

２
月
に
大
井
川
鐵
道
の
ダ
イ
ヤ

改
正
が
公
表
さ
れ
、本
校
の
電
車

通
学
生
に
大
き
な
影
響
が
出
る
と

本
当
に
困
っ
て
い
ま
し
た
。県
立

高
校
で
は
あ
り
ま
す
が
、何
度
も

大
橋
町
教
育
長
に
相
談
し
ま
し

た
と
こ
ろ
、鈴
木
町
長
の
御
判
断

と
町
議
会
の
御
理
解
に
よ
り
、ス

ク
ー
ル
バ
ス
の
御
支
援
を
い
た
だ

け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。基
本

的
１
日
３
便
を
学
校
の
日
課
や
行

事
に
合
わ
せ
て
家
山
・
千
頭
両
方

面
の
欠
便
の
部
分
に
バ
ス
を
運
行

し
ま
す
。

【
ド
イ
ツ
か
ら
の
留
学
生
】

半
年
間
、マ
ー
ラ・プ
リ
ヴ
ァ
ノ

フ
さ
ん（
女
性
）が
本
校
で
学
ぶ
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。現
在
15
歳
で
、

ド
イ
ツ
の
マ
ク
デ
ブ
ル
グ
市
に
自

宅
が
あ
る
そ
う
で
す
。マ
ー
ラ
さ

ん
に
と
っ
て
、ま
た
本
校
の
生
徒

に
と
っ
て
も
思
い
出
に
残
る
貴
重

な
経
験
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

本
年
度
も
校
訓「
自
省
」「
創
造
」

「
果
断
」の
精
神
に
則
り
、生
徒
一

人
ひ
と
り
を
大
切
に
す
る
き
め
細

か
な
教
育
に
よ
り
、生
徒
・
保
護

者
・
地
域
に
と
っ
て
安
心
安
全
な

学
校
づ
く
り
を
教
育
目
標
に
掲
げ

ま
し
た
。「
川
根
の
子
は
川
根
高
校

で
育
て
る
」を
合
言
葉
に
、教
職
員

一
同
、皆
様
の
ご
期
待
に
沿
え
る

よ
う
精
一
杯
努
力
し
て
ま
い
り
ま

す
。今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

川
根
高
等
学
校
校
長

�

堀
田　
英
正

川根高等学校の「今」を紹介する
学校レポーターズコラム

ご近所から、当院まで送迎車にて無料送迎いたします。
ご予約は電話にてお願いします。

（当院に初めて受診される方もご利用いただけます）

住所：島田市栄町４-19（木材会館１F）
島田駅から徒歩１分
☎ 0547-37-0431

診療時間：午前9時～12時、午後2時～6時
※土曜日午後は５時まで

（休診日：水曜日、日曜日、祝日）

眼科患者さん無料送迎いたします。 島田眼科クリニック

スクールバスを利用する生徒

(左 ) マーラさん　(右 ) 校長

ここにも、一つの物語。
広報かわねほんちょう 22



鈴す
ず

木き 

悠ゆ
う

葵き 

く
ん

父：勇治　母：泰乃
悠葵お誕生日おめでとう。
いつも笑顔をありがとう。
最近はドライヤーがお気に入
り。
初めは見るだけで逃げていた
のに、最近はとても喜んでく
れるね。
これからも元気に育ってね。

Ｈ
25・
３・19　
藤
川

芦あ
し

沢ざ
わ 

清さ
や

乃の 

ち
ゃ
ん

父：快晃　母：由子
一歳おめでとう。
清乃は、歌とこちょこちょと
お風呂が大好きだね。
家族みんな、清乃の笑顔に癒
やされているよ。
優しいお兄ちゃん達と、いっ
ぱい遊んで、元気にすくすく
大きくなあれ。

Ｈ
25・
３・
８　
奥
泉

１歳になったばかりのお友達を紹介
生まれてくれてありがとう

戸籍の窓辺 出生・婚姻・おくやみ

お誕生おめでとう
地　区 氏　名 性別 保護者
上長尾 薗

その
田
だ
萌
も
々
も
香
か

女 雄太
上長尾 イ

い
ル
る
ヂ
ぢ
リ
り
ム
む
花
はな

女 志信
青部 坂

さか
本
もと
　遥
はる
花
か

女 幸彦

おくやみ申し上げます
地　区 氏　名 享年 届出人
藤　川 德嶋　⺿央男 92 賢佳
上長尾 太田　松子 95 宏道
梅　高 柳澤利喜雄 90 公明
下長尾 水田　波保 86 百々代
地　名 向島　ちせ 87 茂
崎　平 根岸　とみ 93 宏之

■戸籍欄に掲載を希望されない場合は、届
出時に窓口でお伝えください。
■前々月に届け出された出生・婚姻・死亡
の届け出の内、本町に住所があり本町の窓
口（本庁・総合支所）で受け付けた分のみ掲
載しています。�生活健康課　☎（56）2222

▼
未
来（
つ
ぎ
）の
空
へ

　
「
サ
ヨ
ナ
ラ
は
悲
し
い
言

葉
じ
ゃ
な
い
、そ
れ
ぞ
れ
の

夢
へ
と
僕
ら
を
繋
ぐ
Ｙ
Ｅ
Ｌ

Ｌ（
エ
ー
ル
）」こ
れ
は
い
き

も
の
が
か
り
の
Ｙ
Ｅ
Ｌ
Ｌ
の

歌
詞
。旅
立
ち
の
季
節
に
こ

の
定
番
ソ
ン
グ
を
聴
く
と
頑

張
ろ
う
と
勇
気
が
湧
く
。

　
新
聞
で
企
業
ト
ッ
プ
の
入

社
式
激
励
が
紹
介
さ
れ
て
い

た
。最
も
多
か
っ
た
キ
ー
ワ

ー
ド
は「
チ
ャ
レ
ン
ジ
」「
熱

意
」「
気
概・
誇
り
」。い
ず
れ

も
未
来（
つ
ぎ
）の
ス
テ
ッ
プ

に
欠
か
せ
な
い
大
切
な
要
素

だ
。何
事
に
も
果
敢
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
よ
う
と
決
意
し

た
。�

大
村
一
成

▼
２
年
目
の
春
、

�

気
持
ち
新
た
に

　
小
学
校
の
入
学
式
、慣
れ

な
い
雰
囲
気
か
ら
か
落
ち
着

か
な
い
様
子
の
新
１
年
生

に
、学
校
生
活
の
楽
し
さ
を

合
奏
や
読
み
聞
か
せ
な
ど
で

紹
介
し
た
２
年
生
。１
年
間

で
立
派
な「
お
兄
さ
ん・お
姉

さ
ん
」に
成
長
し
た
姿
に
驚

か
さ
れ
た
。「
と
に
か
く
や
っ

て
み
る
」が
目
標
だ
っ
た
広

報
１
年
目
。そ
の
新
鮮
な
気

持
ち
は
忘
れ
ず
、さ
ら
に
成

長
し
た
姿
を
多
く
の
方
々
に

見
せ
ら
れ
る
よ
う
に
と
、気

を
引
き
締
め
た
。�

梶
山
雄
紀

長嶋　彰さんに旭日単光章

編
集
　
記
幸

　元中川根町議会議員の長嶋　彰さん（田野口）に
旭日単光章が授与され、3月 28 日、静岡県庁で川
勝県知事から伝達されました。長嶋さんは、昭和
48年 2月に中川根町議会議員に初当選され、町議
会議員として通算 3期 12年にわたり、強い信念と
卓越なる識見で地方自治の伸展に寄与されました。　　
　特に、山間地域で集落が点在している町の特性と
問題点を捉え、道路網の整備促進に尽力され、町民
が安心して暮らせる環境づくりに貢献されました。
この功績が認められ、今回の受章となりました。
【問】総務課・行政室　☎（56）2223
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広
報
か
わ
ね
ほ
ん
ち
ょ
う
は
、
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

広
報
か
わ
ね
ほ
ん
ち
ょ
う
で
は
、
お
た
よ
り
な
ど
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

町
に
関
す
る
こ
と
、
広
報
に
関
す
る
こ
と
、
何
で
も
気
軽
に
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
56
）２
２
３
５　
役
場
企
画
課
広
報
情
報
室
ま
で
ど
う
ぞ

「希望を胸に」 入学おめでとう
［町立４小学校］
本川根小学校
中川根第一小学校
中央小学校
中川根南部小学校


